
 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和６年６月２５日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者 〒857-0361              

住 所 長崎県北松浦郡佐々町小浦免1572-21 

氏 名 アリアケジャパン株式会社         

   代表取締役社長   白川直樹  

電話番号 0956-63-5500                   

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和５年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 アリアケジャパン株式会社 

事 業 場 の 所 在 地 長崎県北松浦郡佐々町小浦免1524-21 

事 業 の 種 類 ０９ 食料品製造業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 8，911.12ｔ 全 処 理 委 託 量 8，911.12ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自ら熱回収を行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
0ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
2，750.4ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自ら埋立処分又 は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

 (第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



（ 汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩全処理委託量 3119.17

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

6238.34

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

項目 実績値

①排出量 9357.51

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

3,119.17

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

9,357.51 3,119.17

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

6,238.34
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

9,357.51

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 汚泥（脱水未処理））

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 165.13 165.13

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 165.13

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

165.13
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 動物性残渣 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2488.79
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 2488.79

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 2488.79 2488.79

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 植物性残渣 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1,362.29
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 1362.29

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1362.29 1,362.29

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 廃プラスチック ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

40.32
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 40.32

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 40.32 40.32

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ ガラスくず・コンクリート及び陶磁器くず）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

7.997
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 7.997

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 7.997 7.997

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 水銀使用製品廃棄物）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.003 0.003

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 0.003

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.003
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 製品廃棄物 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

935.03
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 935.03

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 935.03 935.03

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 製品付着包材 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

730.27
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 730.27

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 730.27 730.27

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

9.19
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 9.19

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 9.19 9.19

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和６年６月１７日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地 

氏 名 雲仙市長 金澤 秀三郎 （公印省略） 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５７－４７－７８２６（直通）               

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和５年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  雲仙浄化センター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県雲仙市小浜町雲仙２８４番地 

事 業 の 種 類 ３６ 水道業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 １，８０５ ｔ 全 処 理 委 託 量  ２４０  ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
   ―   ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
 ―   ｔ 

自ら熱回収を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
 ―   ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
 ２４０  ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
１，５６５ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
 ―   ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

 ―   ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

 ―   ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



（ 下水道汚泥（雲仙） ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

175 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 175 175

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

1281 0 1281
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 1456 1456 175

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1456 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

175

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和６年６月１７日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地 

氏 名 雲仙市長 金澤 秀三郎 （公印省略） 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５７－４７－７８２６（直通） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和５年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  千々石浄化センター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県雲仙市千々石町己９番地１ 

事 業 の 種 類 ３６ 水道業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
 令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 ３，２５０  ｔ 全 処 理 委 託 量 ２６０   ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
―    ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
―    ｔ 

自ら熱回収を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
―    ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２６０   ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
２，９９０  ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
―    ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

―    ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

―    ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



（ 下水道汚泥（千々石） ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩全処理委託量 208

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

208

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

2832

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

項目 実績値

①排出量 3040

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

208

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

208

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

3040 208 0

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

0 2832
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

3,040 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



株式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 6 年 4 月 1 日

提出者 株式会社 エス・ピー・シー

住 所 長崎南坂本町 3丁 目1番 1号

氏 名 代表取締役 深堀 譲

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 5年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告しま丸

長崎県知事 大石 賢吾  殿

電言舌番号  095-845-0809

株式会社 エス・ピー・シー事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 長崎県内 (長崎市、佐世保市を除く)の建設現場

建設業事 業 の 種 類

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
令和5年4月 1日 から令和6年3月 31日

2,030.21t

tt

t

tt

tt

項 目

排   出   量 全 処 理 委 託 量

目標値

2,030.21t

目標値

2,030.21t

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 乗 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熟 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄′物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者へ の

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

-64,-5
(日 本工業規格 A列 4番)



兄の (産業廃棄物の種類:アスファルト塊   )

実績値

1,888,06t

0

0

0

0

|||||||||||||■ |||■ ||10

1,388.06t

―
|||■|■ ●―.0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1,888.06t
⑫

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

⑤

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

1,888.06t

不要物等発生量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類:コンクリート塊   )

実績値

130,Ot

0

0

0

0

130.Ot

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

130,Ot
⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

1300t①

不要物等発

（
第

２
面

）



冦の (産業廃棄物の種類:建設汚泥 )

実績値

120t

0

0

0

|■■■|||||||||||も
■| ――

■|― |■ !|― li l■ |■■■■|■●i

12.Ot

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

〇熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

12.Ot⑭

①

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

有償物量

排出量

12.Ot①

不要物等発生

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類:金属くず )

実績値

0.15t

0

0

0

0

0.15t

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0.15t

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

有償物量

0.1

排出量

不要物等発生

（
第

２
面

）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売去口した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①オF堀 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



 

 

.様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和6年 6月 30日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所  長崎県西海市大島町1605-1 

                                    氏 名  株式会社 大島造船所 

                        専務取締役工場長 椎葉邦男 

                    電話番号 0959-34-2711 

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和５年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 株式会社 大島造船所 

事 業 場 の 所 在 地 長崎県西海市大島町1605-1 

事 業 の 種 類 32 その他の製造業（船舶製造） 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和5年4月1日～令和6年3月31日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 3,477ｔ 全 処 理 委 託 量 3,477ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
     3,477t 

自ら熱回収を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
0ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

 (第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



（ 産業廃棄物の種類：ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 70 70

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 70

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

70
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：がれき類 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

5
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 25 25

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

5

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 25

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

25
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：鉱さい ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

578
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 578 578

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

578

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 578

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

578
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：安定型混合廃棄物 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

257
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 257

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 257 257

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

2

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

2
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 産業廃棄物の種類：汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

241 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

229
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 393 393

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

229

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 393

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

393
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

241
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：乾電池類 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑩全処理委託量 6

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

6

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

6

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

項目 実績値

①排出量 6

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

6

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

6

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

6

6

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：管理型混合廃棄物 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

22
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 654 654

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

22

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 654

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

654
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：金属くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

571
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 694 694

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

571

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 694

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

694
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：蛍光灯 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

1
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1 1

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

1

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 1

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

1
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

624 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

206
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 708 708

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

206

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 708

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

708
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

624
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：紙くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

1
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1 1

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

1

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 1

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

1
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：廃プラ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

724
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1395 1395

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

724

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 1395

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

1395
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 産業廃棄物の種類：廃油 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 2 2

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

①排出量 2

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

2
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

  令和 6年 6月 27日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                     

住 所 長崎県大村市西三城町124番地       

氏 名 大村市上下水道事業管理者 原 慶一郎   

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 0957-53-1116             

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 5年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  大村浄水管理センター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県大村市松山町565-1 

事 業 の 種 類  3631 下水道処理施設維持管理業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
 令和5年4月1日 ～ 令和6年3月31日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 別紙-1①のとおり ｔ 全 処 理 委 託 量 別紙-1⑤のとおりｔ 

自ら再生利用を行った 

産 業 廃 棄 物 の 量 
別紙-1②のとおり ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
別紙-1⑥のとおりｔ 

自ら熱回収を行った 

産 業 廃 棄 物 の 量 
―   ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙-1⑤のとおりｔ 

自ら中間処理により減量した 

産 業 廃 棄 物 の 量 
別紙-1③のとおり ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
―   ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った 

産 業 廃 棄 物 の 量 

別紙-1④のとおり ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

―   ｔ 

※事務処理欄  

(日本工業規格 Ａ列４番) 
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②
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又
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③
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⑫

実
績
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⑪
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う
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(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



（ 金属くず・ガラスくず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 5.7 5.7

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 5.7 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

5.7 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 蛍光灯 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0.0 0 0 0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.0 0.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 廃プラスチック ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 3.5 3.5

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 3.5 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

3.5 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 廃油 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

1.5 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1.5 1.5

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 1.5 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1.5 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

1.5

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1.4 1.4

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 1.4 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1.4 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

4,589 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 4,589 4,589

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

70,511 0 70,511
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 75,100 75,100 4,589

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

75,100 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

4,589

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ しさ・沈砂 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 150 150

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 150 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

150 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 廃脱硫剤 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

18.0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 18.0 18.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 18.0 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

18.0 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

18.0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不日6年 4月 26日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所

氏 名

長崎県諫早市永昌東町25-8

長崎県県央振興局

局長 大塚 英樹

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0957-22-0010

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 5年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 大村湾南部浄化センター

事 業 場 の 所 在 地 諫早市貝津町 1410番 地

事 業 の 種 類 36 水道業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
令不日5年 4月 1日 から令不日6年 3月 31日

産業廃棄物処理計画に溶ける日標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排   出   量 35,035t 全 処 理 委 託 量 2,852t

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
2,852t

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
32,183t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t

産 業 廃 物 の 量

※事務処理欄

)

-6.4:26

(日 本産業規格 A



(産業廃棄物の種類 : 下水汚泥 )

Gナ lё →

rё _｀

2770.81⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

2759.91

自ら中間処理によ
り減量した量

32234.09

自ら中間処理した
後の残さ量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

34994

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

排出量

QD      35004.9

有償物量

不要物

実績値

350049

0

0

32234.09

0

2770.81

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面)

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不日6年 6月 30日

長崎県知事   殿

提出者

住 所 福岡県福岡市博多区博多駅前 3-12-10
氏 名 鹿島建設株式会社 九州支店

常務執行役員支店長 小森 浩之

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電言舌番号  092-481-8001

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 5年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 鹿島建設株式会社 九州支店

事 業 場 の 所 在 地 福岡県福岡市博多区博多駅前 3-12-10

事 業 の 種 類 06 建設業・総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
令不日5年 4月 1日 ～令不日6年 3月 31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排   出   量 1, 839.Ot 全 処 理 委 託 量 1, 839.Ot

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
Ot

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
1,472.Ot

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
Ot

再生利用業者への

処 理 委 託 量
1, 839,Ot

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
Ot

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

OtOt

※事務処チ里ホギ幻

(日 本工業規格 A列 4番 )



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 汚 泥

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

203

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熟回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
問処理した後の
処理委託量

中

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処介又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熟回収
を行つた量

有償物量

排出量

少

`】

R

不要物等発生量

実績値

20R

0`】

00

00

0_0

203

16_R

20R

0.0

00

項 目

③υF出量

②十⑥自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処
理委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（淋
Ю
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 がれき類 )

⑩

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1770,

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

1770,

不要物等発生量

実績値

1770)

00

00

00

00

17702

馬425

17702

00

00

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
や
馴
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 ガラ陶くず )

①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

11■

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

ら中間処理によ
り減量した量

自

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

lR R

不要物等発生量

実績値

188

0_0

0_0

On

00

13_8

188

13_3

00

00

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

③全処理委託量

0優良認定処理業者への
と々理委託量

@再生利用業者への処理
委託量

Э熟回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量   ‐

（韻
や
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 廃プラステック頚 )

⑭

①のうち再生利用
業者への処理委託量

4043

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行った量

自ら直接
再生利用した畳

有償物量

排出量

4043

不要物等発生量

実績値

4043

00

00

nn

nn

4043

200

4043

00

00

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑤自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

Э優良認定処理業者
処理委託量

へ の

9再生利用業者への処理
委託量

Э熟回収認定業者への処
理委託量

Э熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（淋
〕
日
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 金属くず

⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

2と 馬ヽ馬

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

ら中間処理した
後の残さ量

自

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

26ら 5

不要物等発生畳

実績値

ク
`ミ

!馬 氏

0_0

00

00

nn

クAR氏

02

2655

00

00

項 目

O排出量

②十
行つ

③自ら再生利用を
た量

Э自ら熱回収を行つた量

⑦

量
自ら中間処理により減
した量

③十◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理萎託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処
理委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（離
〕
剛
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 紙くず )

⑩

①

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

23

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中問処理
した量

④のうち熱回収
を行った量

⑤

有償物量

υ停出量

23

不要物等発生量

実績値

23

00

00

00

00

23

18

23

00

00

項 目

③排出量

②十⑥自ら再生利用を
行つた量

③自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
〕
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 木くず )

⑩

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

79R

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

自ら中問処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

793

不要物等発生量

実績値

793

0_0

00

00

n`】

79R

207

793

00

00

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

③自ら熱回収を行つた量

Э自ら中間処理により減
量した量

9+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

③全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（淋
Ю
酬
）



計画の実施状況 (産業廃葉物の種類 廃油

⑩

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

⑩のうち再生和J用

業者への処理委託量

03

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り滅量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑥

排出量

08

有償物量

不要物等発生量

実績値

03

00

00

00

00

03

OB

03

00

00

項 目

③排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処
理委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
Ｎ
剛
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 混合廃棄物

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

279

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

ら中間処理によ
り減量した量

自

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

279

不要物等発生量

実績値

1'70

`】 `Ⅲ

00

00

00

ク79

279

279

0_0

00

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

③全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
Ю
副
）



(第 3面 )

備 考

1

2

3

翌年度の6月 30日 までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に

記載した目標値を記入すること。

第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(1

4)に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)③欄 (0)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の 量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の 量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者ヘ

の焼却処理委託量

第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載 したそれぞれの実績値

を記入すること。

産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産

業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

※欄は記入しないこと。

4

5

6

7



様式第二号の九 (第人条の四の大関係 )

(第 1面 )

提出者             
―

住 所 長崎県松浦市志佐町白浜免宇開発 2091番 1lLと

氏 名 九州電力株式会社 松浦発電所長 村上 切

(法人にあつては、名称及び代表者の術の

電話番号  (0956)72-1241

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 5年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

産業廃乗物処理計画実施状況報告書

令和6年  6月 29日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

事 業 場 の 名 称 九州電力株式会社 松浦発電所

事 業 場 の 所 在 地 長崎県松浦市志佐町白浜免字開発 2091番 地 1

事 業 の 種 類 電気業 発電所 (火力発電所)

令不日5年  4月  1口 令和 6年 3月 31日産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間

別紙のとお り 別紙のとおり

別紙のとお り別紙のとお り

別紙のとお り別紙の とお り

別紙のとお り別紙のとお り

項 目

量 別紙の とお り 全 処 理 委 託 量

目標値

別紙のとお り

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値

出↓
'信

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 ヌ は

海洋投入処分を行 う

腫 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

…6〕 6:27t卜才。2れ|)

(日 本産業規絡 A列 4番 )



士
|

の (産業廃棄物の種類:燃えがら )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

白ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた豊

有償物量

排出量

14,718.530①

不要物等発生

実績値

14,713.530

IⅢⅢli舜Ⅲ
0.000

0,000

項 目

①排出量

②+⑤
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



|

|

|

|

(産業廃棄物の 六葉 ばいじん

実績値

405,653.520

61.0針e狗

0000

0.000

項 目

①排出量

②キ③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託員

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処I里

委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託豊

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

61,col1970

自ら直接
再生利用した量

白ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

④

自ら中間処理
した登

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

405,658.520

不要物等発生

,1]ヽ |||.=こ ,

（
第

２
面

）



|

[

||

|

|
性

|

||

計画の
~夫

施北 (産業廃棄物の種類 : 汚泥 )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
入の処理委託豊

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託霊

10,478.428

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

3,215,092

自ら直接
再生利用した量

⑫

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

13,693.520

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

13,759.030

排出量

①

不要物

実績値

13,759.080

la叩0

0.000

3,215.092

項 目

①排出量

②十◎
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

⑤十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩金処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
紳回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計 画の
~夫

施状 況 (産業廃棄物の種類:廃油

実績値

0,000

OFOOOr

0,000

0,000

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

⑦熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑮のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託豊

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した豊

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0,000①

不要物等発生量

●IⅢ ケll

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類:廃プラスチック   )

実績値

10633

噸 0

0000

0,000

項 目

①排出量

②+⑤
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

10.638

排出量

不要物等発生

|ヽIPi! |

（
第

２
面

）



[

||

||

|

|

「

|

||
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|

(産業廃棄物の種類:金属くず )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託重

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託登

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した登

自ら中間処理
した豊

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

2.755①

不要物等発

実績値

2.755

§000

0000

0.000

項 目

①排出量

②+⑥
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



|

||

|

|
|

|

|!

li

l′

||

li

|

計画の : (産業廃棄物の種類:ガラスくず及び陶磁器くず )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託豊

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生和〕用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減豊した量

自ら直接
再生利用した量

⑫

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

1,318

排出量

不要物等発

実績値

1.318

0000

0000

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つそ量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑩優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類: 木くず

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託豊

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処干望した後
再生利用した豊

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
じた量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.440

不要物

実績値

0440

9硼

σ000

0.000

項 目

①拶F出 量

②+◎
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

長崎県知事 殿

提出者

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

 産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

(日本産業規格　Ａ列4番）

事 業 場 の 名 称 株式会社熊谷組　九州支店

（第1面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和6年6月11日

住 所 福岡県福岡市中央区渡辺通4-10-10

氏 名 株式会社熊谷組　九州支店

支店長　山下　正治

電話番号 092-721-0158

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和5年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

排 出 量 2,474.77 全 処 理 委 託 量 2,474.77

事 業 場 の 所 在 地 福岡県福岡市中央区渡辺通4-10-10

事 業 の 種 類 06　総合建設業

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

令和5年4月1日～令和6年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

2,104.90

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

2,474.77

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 棄 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量



汚泥） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

111.65

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

111.65

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

111.65

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

111.65

111.65

⑭

111.65

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 111.65
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

111.65



廃プラスチック類） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

95.94

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

95.94

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

95.94

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

95.94

74.76

⑭

95.94

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 74.76
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

95.94



紙くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

15.48

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

15.48

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

15.48

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

15.48

8.94

⑭

15.48

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 8.94
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

15.48



木くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

564.80

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

564.80

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

564.80

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

564.80

470.64

⑭

564.80

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 470.64
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

564.80



金属くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

9.49

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

9.49

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

9.49

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

9.49

9.49

⑭

9.49

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 9.49
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

9.49



コンクリート片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

704.10

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

704.10

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

704.10

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

704.10

664.88

⑭

704.10

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 664.88
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

704.10



アス・コン片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

1,495.92

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

1,495.92

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1,495.92

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

1,495.92

1,495.92

⑭

1,495.92

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 1,495.92
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

1,495.92



その他がれき類） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

70.74

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

70.74

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

70.74

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

70.74

63.34

⑭

70.74

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 63.34
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

70.74



建設混合廃棄物（管理型）） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

3.25

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

3.25

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

3.25

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

3.25

0.00

⑭

3.25

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

3.25



(第3面）

備考

1 　翌年度の6月30日までに提出すること。

2 　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 　第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)  ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)  ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(７)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)  ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 　※欄には、何も記入しないこと。



2様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面)

提出者

住 所 佐賀県伊万里市東山代町長浜 2150番 地 1

氏 名 株式会社 古賀物産

代表取締役 古賀政博

電言舌番号  0955-23-4188

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、2021年 度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2024年 、 6月  1日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

事 業 場 の 名 称 株式会社 古賀物産 コガ生コン 諫早工場

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諌早市飯盛町佐田1041-1

事 業 の 種 類 E21窯業・土石製品業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
2023年  4月  1日 2025年  3月  81日

t t

t

t t

t t

項 目

1,000  t

1,000  t

目標値

全 処 理 委 託 量

目標値

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

JF   出   量 1,000  t

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

‐
6[

(日 本工業規格 A列 4番 )



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : コンクリートくず )

実績値

1,698

0

0

0

0

1,698

0

1,698

0

0

項 目

①排出量

② +① 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦ 自ら中間処理により減

量 した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

⑩の うち再生利用
詫者ハ、の処環委託畳

1,698⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

⑩の うち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

自ら中間処理 した後

再生利用 した量

③

自ら中間処理 した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分 した量

⑨

直接及び 自ら

中間処理 した後の

処理委託量

1,698

⑩

⑩の うち優良認定

処理業者への

処理委託量

①

自ら中間処理 した
の

⑥

量 した量り

自ら中間処理によ

⑦

自ら直接

再生利 用 した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
し た

④

④のうち熱回収

⑤

有 償 物 量

排   出  量

1,698
①

不要物等発生量

（削
Ｎ
酬
）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売去「した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼去「処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の九 (第人条の四の大関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 6年 11月  22日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所  長崎市扇町 12-7
氏 名  株式会社 小山建設 小山公靖

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 095-849-3002

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 5年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 株式会社 刻ヽ山建設

事 業 場 の 所 在 地 長崎市扇町 12-7

事 業 の 種 類 06:総合建設業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
令和5年4月 1日 ～令和6年3月 31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排    出   量 917t 全 処 理 委 託 量 917t

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
413t

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
504t

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 乗 物 の 量
t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

※事務処理欄

~611`22

(日 本産業規格



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 )

実績値項 目

①排出量

②十③ 自ら再生利用を

行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への

処理委託量

②再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

⑭

⑩の うち再生利用
業者への処理委託量

⑫

⑩の うち熱回収認定
業者への処理萎託量

①

①の うち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

直接及び自ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩

⑩の うち優良認定

処理業者への

処理委託量

⑪

自ら中間処理 した後

再生利用 した量

①

投入処分した量

自ら中間処理 した後

自ら埋立処分又は
自ら中間処理 した

⑥

自ら中間処理によ

⑦

自ら中間処理

し

④

④のうち熱回収
を

⑤

自ら直接

②

自ら直接埋立処分又は

有 償 物 量

排  出  量

①

不要物等発生量

（韻
］
副
）



(第 3面)

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項 目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃乗物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)③欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)③欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(■)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃乗物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 コンクリート殻 )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

74.00 t
②

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外への

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

193.13     t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

119.13     t

自ら中間処理 した後
再生利用した量

t
⑥

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分 した量
自ら中間処理した

後の残さ量

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら直接
再生利用した量

t
②

自ら直接理立処分処分
又は海洋投入処分した量

た量し

自ら中間処理

④

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

①
193.13     t

実績値

193.13 t

t

t

t

t

193.13 t

119 13 t

74.00 t

t

項 目

③排出量

②+⑥ 自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら遅立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託彗

⑫再生利用業者への処理委託量

⑩熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 アスコン殻

不要物等発生量

実績値

297 50 t

t

t

t

297.50 t

0 00 t

297 50 t

t

t

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託覆

②再生利用業者への処理委託量

⑥熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回
行う業者への処理委託量

収 を

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

⑫
297.50     t

直接及び自ら
中間処理 した後の

処理委託量

297.50     t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0.00

自ら中間処理 した後
再生利用した量

t
⑥

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

七
⑨

自ら中間処理した
後の残さ量

七

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら直接
再生不可用した量

t
9

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

自ら中間処理
した量

t
④

う

行
ち熱回収
った量

④の
を

⑤

有償物量

排出量

①
297.50     t

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 その他・瓦礫類 )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

14,80 t
②

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
③

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理 した後の

処理委託量

33.00 t
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

18.20 t

自ら中間処理 した
後の残さ量

自ら中間処理により
減量した畳

⑦

t

自ら中間処理
した量

t

④のうち熱回収
を行つた量

t

自ら直接
再生利用した量

七
②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

有償物量

」F出量

33.00 t
③

実績値

33.00 t

t

t

t

t

33.00 t

18.20 t

14.80 t

t

t

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十◎自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託握

②再生利用業者への処理委託量

③熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 陶磁器くず )

不要物等発生量

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

七

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫  O.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

七

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委話量

15.50

自ら中間処理 した後
再生利用した量

t
③

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

t
⑨

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

15.50 t
⑩

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理 した
後の残さ量

t
⑥

自ら直接理立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

自ら中間処理
した量

t

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

自ら直接
再生利用した量

有償物量

ヲF出量

①  15.50   t

実績値

15 50 t

t

t

t

t

15.50 t

15.50 t

0 00 t

t

t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熟回収を行つた量

Э自ら中間処理により減量した量

③十③自ら理立処分又は海洋投入
処分を行つた量

③全処理委託量

0優良認定処理業者への処理委託琶

②再生利用業者への処理委託量

⑮熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 葉 物 の 種 類 廃プラスチック類 )

不要物等発生量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
②  O.04

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
⑮

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

6.65 t
0

自ら中間処理 した後
再生利用した量

t
③

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

6.69 t
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t

自ら中間処理した
後の残 さ量

⑥

自ら中間
減量

処理により
した量

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

ら中間処理
した量

自

t

④のうち熱回収
を行つた量

t

自ら直接
再生利用した量

t
②

有償物量

排出量

6.69 t
①

実績値

6 69 t

t

t

t

t

6.69 t

6 65 t

0,04 t

t

t

項 目

①排出量

②+⑥ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十◎自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

0優良認定処理業者への処理委託畳

②再生利用業者への処理委託量

③熱回収認定業者への処理委託量

④熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 金属くず )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

1.46 t
②

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭

t
③

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分 した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1.57
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委話量

0.11 t
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

⑥

自ら中間処理により
減量した量

⑦

t

④のうち熱回収
を行つた量

t

自ら直接
再生利用した量

t
②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

排出量

1.57 t
0

有償物量

実績値

1 57 t

t

t

t

t

1 57 t

0 11 t

1.46 t

七

t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託握

⑫再生利用業者への処理委託量

⑩熱回収認定業者への処理委託量

④熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 石綿含有産業廃棄物 )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0。 75 t
②

⑩のう
業者ヘ

ち熱回収認定
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
③

自ら中問処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1.23 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0,48

自ら中間処理した
後の残さ量

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら直接
再生利用 した量

②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

1.23 t
0

実績値

1 23 t

t

t

t

t

1,23 t

0 48 t

0,75 t

t

t

項 目

③J梓 出量

②十③自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

0優良認定処理業者への処理委託曽

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 建設汚泥 )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫  19,14

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
①

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

19.14

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t
①  O.00

自ら中間処理 した後
再生利用した量

t
⑤

自ら中問処理 した
後の残 さ量

⑥

自ら中間処理により
減量した量

⑦

t

④のうち熱回収
を行つた量

t

自ら直接
再生利用した量

七
②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

排出量

19。 14 t
③

有償物量

実績値

19.14 t

t

t

t

t

19。 14 t

0 00

19,14 t

t

t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託ξ

⑫再生利用業者への処理委託量

③熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 紙くず )

不要物等発生量

⑩のう
業者ヘ

ち熱回収認定
の処理委託量

t
Э

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t
②

2.40 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2.40 t

後た
量

し
た

理
し

処
用

間
利

中
生

ら
再

自

t
③

自ら中間処理 した後
自ら理立処分又は

海洋投入処分 した量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中問処理 した
後の残さ量

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら直接
再生不U用 した量

t

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

自ら中間処理
した量

t

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

υF出量

2.40 t
①

実績値

2 40 t

t

t

t

t

2 40 t

2.40 t

0,00 七

t

t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

Э自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら理立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への処理委託雹

②再生利用業者への処理委託量

⑮熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 木くず )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫
     89.66

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
⑪

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

⑭

自ら中間処理 した後
再生利用した量

t
③

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

⑩
107.31     t

⑩のうち優良認
処理業者への
処理委託量

定

t
①
     17.66

自ら中間処理 した
後の残さ量

⑥

自ら中間
減量

処理により
した量

⑦

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

自ら中間処理
した量

t

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

有償物量

排出量

①
    107 31     t

実績値

107.31 t

t

t

t

t

107.31 t

17.66 t

89,66 七

t

t

項 目

①排出量

②十①自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託握

②再生利用業者への処理委託量

③熱回収認定業者への処理委託量

④熱
行う

回収認定業者以外の熱回収を
業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃石膏ボード )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫  O.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
③

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

七⑭

t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

3.24

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①  324

自ら中間処理 した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

⑥

自ら中間処理により
減量した量

t

④のうち熱回収
を行つた量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

排出量

3.24 t
0

有償物量

実績値

3 24 t

t

t

t

t

3.24 t

3.24 t

0,00 t

t

t

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託窪

⑫再生利用業者への処理委託量

④熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 混合(管理型含む) )

不要物等発生量

t
⑫  O,00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
③

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

8.03

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

8.03

自ら中間処理 した後
再生利用した量

t
③

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理 した

後の残さ量

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら直接
再生利用した量

t

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

自ら中間処理
した量

④

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

t
①  8.03

実績値

8.03 t

t

t

t

t

8103

8,03 t

0,00 t

t

t

項 目

0排出量

②+⑥ 自ら再生利用を行った量

⑤自ら熟回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託蜃

⑫再生利用業者への処理委託量

④熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 その他 )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫  O,00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

0.40

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0 40 t
⑪

自ら中間処理 した後
再生利用した量

t

自ら中間処理 した
後の残さ量

⑥

自ら中間処理により
減量した量

⑦

t

④のうち熱回収
を行つた量

t

自ら直接
再生不可用した量

②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

」F出量

0.40 七
0

有償物量

実績値

0 40 t

t

t

t

t

0 40 t

0.40 t

0.00 t

t

t

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十③
処分を

自
行

ら埋立処分又は海洋投入
った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託聾

⑫再生利用業者への処理委託量

③熱回収認定業者への処理委託量

④熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）
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